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清
朝
政
府
は
国
家
社
会

の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
、
食
糧
政
策
に
お
い
て
は
採
買

・
倉
儲
を
通
し
て
米
価
や
米
穀
の
流
通
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し

ょ
う
と
し
て
い
た
。
康
煕
二
十
三
年

(
一
六
八
四
)
清
朝
政
府
は
台
湾
を
領
有
し
た
後
、
未
だ
十
分
な
量
を
生
産
し
え
な
か

っ
た
台
湾
米
穀
の
大

陸

へ
の
輸

出
に
対
し
て
制
限
を
設
け
た
。

こ
の
米
穀
流
通
の
統
制
政
策
は
米
禁
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、
康
煕
末
期
に
な

っ
て
、
地
方
官
に
よ
る

奨
励
と
民
間
水
利
建
設
の
進
展
に
よ

っ
て
台
湾
に
お
け
る
米
穀
生
産
面
積
が
次
第
に
増
大
し
て
く
る
と
、
米
禁
は
緩
和
さ
れ
、
台
湾

の
余
剰
米
穀

は
元
来
米

不
足
の
地
域

で
あ
り
、
常
に
江
浙

・
広
東
等
か
ら
食
糧

の
援
助
を
受
け
て
い
た
福
建
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

台
湾
の
朱

一
貴
の
反
乱
の
平
定
後
、
雍
正
初
期
、
巡
台
御
史
等
は
海
中
に
逃
亡
し
た
残
党
を
援
助
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
米
禁
の
実
施
を

主
張
し
た
。
清
朝
政
府
は
こ
れ
に
従

っ
て
台
湾
か
ら
福
建

へ
の
民
間
米
穀
の
流
通
に
対
し
て
厳
し
い
制
限
を
設
け
た
。
こ
の
状
況
の
中
で
、
ま
ず
、

雍
正
期
か
ら
、
清
朝
政
府
は
台
湾

の
租
税
徴
収
に
よ
る
正
供
の
余
剰
米
穀
を
福
建
に
運
搬
し
、
内
地
の
官
倉
に
蓄
え
、
米
価
の
高

い
と
き
に
売
り

出
し
、
そ

の
価
格
の
差
か
ら
利
益
を
収
め
る
と
い
う
平
糶

政
策
を
採

っ
た
。
雍
正
か
ら
乾
隆
に
か
け
て
は
、
こ
の
平
糶

米
に
は
年
額
が
定
め
ら
れ

て
い
た
。

又
、
雍
正
二
年

(
一
七
二
四
)
に
、
雍
正
帝
は
台
湾
駐
屯
の
福
建
兵
士
の
家
族
に
、
手
当
と
し
て
月
米

一
斗
を
与
え

る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

所
謂
春
米

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
台
湾

の
正
供
米
穀
か
ら
台
湾
駐
在
兵
士
の
兵
米
を
除
き
、
余
剰
米
穀
を
台
湾
駐
留

兵
士
の
家
族
に
対
す
る
春

米
と
し
て
、
年
額
に
従

っ
て
福
建
に
運
搬
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
福
建
軍
隊
の
兵
米
も
台
湾

正
供

の
余
剰
米

穀
か
ら
支
給
す
る
よ
う
に

な

っ
た
。

雍
正

・
乾
隆
期
に
お
け
る
福
建

・
台
湾
間

の
米
穀
流
通

高

銘

鈴

は

じ

め

に



こ
の
よ
う
な
台
湾
か
ら
福
建

へ
の
平
糶
米
、
春
米
、
兵
米
等
の
官
穀
運
搬
は
台
運
と
呼
ば
れ
た
。

一
方
、
米
禁
下
に
お
い
て
民
間
の
米
穀
販
売

が
許
さ
れ
る
時
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
福
建
が
凶
作
の
場
合

で
あ
る
。
即
ち
、
福
建
が
凶
作
に
な
る
と
、
政
府
は
米
禁
を
緩
め
、
内
地
の
商
人
や
船

戸
に
渡
航
免
許
と
米
穀
販
売
免
許
を
与
え
、
台
湾

で
米
穀
を
買

い
求
め
て
、
福
建
の
米
不
足
の
地
域
で
売
る
こ
と
を
許

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

招
商
採
買
と
呼
ば
れ
た
。

又
、

一
般
商
船
の
民
間
米
穀
積
載
額
は
清
朝
政
府
に
よ

っ
て
福
建
内
地

の
需
給
状
況
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。

一

般
に
台
運
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
平
糶

米

・
兵
米

・
春
米
等
の
官
穀
運
搬
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
清
朝
政
府
が
民
間
米

穀
の
流
通
を
も
掌
握
し
よ

う
と
し
て

い
た
点
に
鑑
み
れ
ば
、
民
間
米
穀

の
運
搬
も
広
義
の
台
運
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
は
こ
の
官
穀
運
搬
と
し

て
の
台
運
を
指
す
と
き
に
は
台
運
で
示
し
、
民
間
米
穀
の
運
搬
を
も
含
め
た
広
義
の
台
運
は

「台
運
」
で
示
す
。

こ
の
台
運
は
福
建
に
お
い
て
は
米
価
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
を
安
定
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
方
、
台
湾

は
台
運
を
通
じ
て
中
国

大
陸
と
結
ば
れ
、
東
南
沿
岸
各
省
の
穀
倉
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
又
、
米
穀
流
通
の
実
際
を
見
る
と
、
官
穀

・
民
間
米
穀
を
問

わ
ず
、
そ

の
運
搬
を
担
当
す
る
の
は
福
建

・
台
湾
の
間
で
海
運
貿
易
を
行
う
行
商
と
船
戸
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
台
運
の
年
額
が
多

い
た
め
、
自
前
の
運
搬
手
段
を
持
た
な

い
清
朝
政
府
と
し
て
は
福
建

へ
の
官
穀
の
輸
送
を
民
間
商
人
や
船
戸
の
力
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
た

め
、
政
府
は
民
間
商
船
に
官
穀
運
搬
の
義
務
を
課
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
な
台
運
に
関
し
て
の
先
行
研
究
に
は
、
主
と
し
て
福
建
の
食
糧
事
情
に

つ
い
て
述

べ
た
安
部
健
夫

・
山
本
進

・
則
松
彰
文
三
氏
の

　エ
　

研
究
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
福
建

・
台
湾
間
の
台
運
に
つ
い
て
は
殆
ど
考
察
を
加
え
て
い
な

い
。

一
方

、
台
湾
に
お
け
る
研
究
を

　
　
　

み
る
と
、
福
建

・
台
湾

の
米
穀
流
通
と
需
給
関
係
に

つ
い
て
は
、
王
世
慶

・
洪
美
齢
両
氏
が
彪
大
な
事
例
を
発
掘
し
て

い
る
。
王
氏
は
、
台
湾
か

ら
中
国
大
陸

へ
の
米
穀
輸
出
数
量
と
台
湾

の
米
価
変
動
に

つ
い
て
年
次
の
順
に
従

っ
て
論
じ
て
い
る
。
洪
氏
は
、
発
展
地
域
か
ら
資
本
と
技
術
を

開
発
地
域

に
提
供
し
、
代
わ

っ
て
開
発
地
域
か
ら
食
糧
を
発
展
地
域
に
輸
出
す
る
と
い
う
王
業
鍵
氏
の

「清
代
経
済
鯛
論

)
に
基
づ
き
、
福
建

・

台
湾
問

の
米
穀
需
給
関
係
に

つ
い
て
論
証
し
て
い
る
。

以
上

の
研
究
に
よ
り
、
台
湾
か
ら
福
建

へ
米
穀
が
流
通
し
て
い
た
事
実
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
清
代
中
国
の
食
糧
政
策

の
中
で

台
運
が
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
、
台
運
に
よ

っ
て
台
湾
米
穀
は
ど
の
よ
う
に
し
て
福
建
を
始
め
と
し
た
大
陸
沿
岸
各
省
に
供
給
さ

れ
て
い
た
の
か
、
更
に
そ
の
運
搬
の
実
態
と
商
船
貿
易

へ
の
影
響
等
は
、
依
然
と
し
て
未
解
明

の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
筆
者
は
従
来

の
研
究

に
お
い
て
不
十
分
な
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
台
運
の
具
体
的
実
施
状
況
の
検
討
を
通
じ
て
、
大
陸
と
台
湾
と
の
社
会
経
済
の
関
連
及
び
当



台
運
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
台
運
年
額
と
台
湾
租
税
の
正
供
と
の
関
連
及
び
民
間
販
売
米
穀
と
採
買

・
倉
儲
と
の
関
連
、
台
運

商
船
管
理
と
流
通
過
程
等
に

つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
台
運
の
全
体
像

の
把
握

の
た
め
、
必
須
の
要
件
と
な

る
台
運
年
額
と
台
湾
租
税

正
供
と

の
関
連
に

つ
い
て
ま
ず
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

清
代
、
本
格
的
な
開
発
が
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
台
湾

で
は
、
銀
が
少
な
く
、
米
穀
生
産
が
多

い
と
い
う
事
情
か
ら
、
福
建
内
地
の
折
色
徴
収
と

は
異
な

り
、
租
税
の
正
供
と
し
て
米
穀
本
色
の
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
た
。

米
禁
下
に
お
け
る
本
色
徴
収
は
台
湾

の
水

田
開
発
を
促
進
し
て
い
た

が
、

一
方
、
朱

一
貴
の
反
乱
に
よ

っ
て
雍
正
初
期
台
湾
米
穀
の
輸
出
に
対
す
る
制
限
が
厳
し
く
な
り
、
台
湾
内
部

で
余
剰
米
が
生
み
出
さ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
当
時
、
台
湾
所
属
各
県
の
官
倉
に
は
、
毎
年
台
湾

・
膨
湖
兵
米
と
し
て
駐
屯
兵

へ
支
給
さ
れ
る
穀
七
万
二
千
石

(
一
米

二
穀
で
計

　ら
　

算
す
れ
ば
、
米
三
万
六
千
石
)
を
除
く
全
て
の
正
供
穀
が
蓄
え
ら
れ
、
そ
の
数
量
は
雍
正
四
年
頃
に
既
に
穀
三
十
万
石
余
り
に
達
し
て
い
た
。
台

湾

の
余
剰
米
穀
が
増
加
し
た
結
果
、
雍
正
二
年

(
一
七
二
四
)
に
雍
正
帝
は
、
治
安
維
持
を
担
当
す
る
台
湾
駐
屯
兵
に
対
し
、
家
族
手
当
と
し
て

台
湾
正
供
米
か
ら
毎
月
米

一
斗
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
米
は
、
雇
用
し
た
商
船
に
よ

っ
て
台
湾
か
ら
度
門
に
運
ば
れ
、
台
湾
駐
屯
兵
が
福

建
人
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
福
建
内
地
の
彼
ら
の
家
族
に
支
給
さ
れ
た
。

こ
の
春
米
運
搬
の
開
始
を
皮
切

り
に
、
清
朝
政
府
は
台
湾

正
供
の
余

剰
米
穀
に
着
目
す
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
台
湾
か
ら
福
建

へ
の
米
穀
輸
送
は
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
雍
正
三
年

　　
　

(
一
七
二
五
)
に
福
建
の
潭
州
、
泉
州
の
米
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
平
糶

米
と
し
て
年
額
米
五
万
石
が
運
搬
さ
れ

、
雍
正
六
年

(
一
七
二
八
)

以
後
福
建
兵
米
が
台
湾
か
ら
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
施
策
の
採
用
に
よ
り
、
福
建
の
米
の
需
要
は
台
湾
米
に
よ

っ
て
充
た
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
次
頁
の

〈表

1
>
は
雍
正

・
乾
隆
期
に
お
け
る
台
湾
正
供
米
穀
年
額
と
台
運
年
額
の
変
動
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
変
動
を
考
察
す
る
時
、
次
の
四
点
に
気
づ
く
。
即
ち
、
第

一
に
、
嘉
慶
初
期
の
時
点
で
は
、
台
湾
開
発
は
既
に
東
北

の
喝
璃
蘭
地
方
に
及

ん
で
お
り
、
正
供
年
額
は
開
墾
主
の
申
告
農
地
の
増
加
に
伴

っ
て
増
加
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
増
加
数
量
は
僅
か
五

万
石
余
り
に
過
ぎ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
農
地
の
隠
漏
が
多
額
に
上

っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
因
に
、
光
緒
初
期
の
正
供
徴
収
穀
数
は
南
部

の
台
湾

・

該
時
代

に
お
け
る
大
陸

・
台
湾
間
の
海
運
貿
易
の
実
態
を
解
明
し
、
以
て
台
運
の
も

つ
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

一

台
運
年
額
と
台
湾
正
供
米
穀
と
の
関
連



鳳
山

・
嘉
義
三
県
で
十
三
万
石
余
り
、
中
北
部
の
彰
化

・
淡
水

・
喝
璃
蘭
三

ハァ
　

県
で
五
万
六
千
石
余
り
、
合
わ
せ
て
十
九
万
石
余

り
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
嘉

慶
以
後
も
台
湾
の
正
供
額
は
殆
ど
増
加
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
清
朝
政
府

に
は
台
湾
正
供
の
徴
収
に
対
し
て
あ
ま
り
積
極
的

で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
第
二
に
、
雍
正
四
年

(
一
七
二
六
)
の
正
供
穀
数
は
僅
か
七
万
石
余

り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
当
時
台
湾

の
倉
儲
数
量

が
多
か
っ
た
た
め
、
半
分
を
銀
に
よ
る
徴
収
に
変

更
し
、
台
湾

の
兵
餉

(兵

　
　
　

士
の
給
料
)
に
充

て
た
た
め
で
あ
る
。

そ

の
後
、
福
建
内
地

へ
の
大
量
運

搬
に
よ

っ
て
倉
儲
数
量
が
減
少
し
、
正
供
年
額
が
台

運
年
額
に
不
足
す
る
と
、

　
　

　

雍
正
六
年

(
一
七
二
八
)
に
は
再
び
本
色

の
徴
収

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
第

三
に
、
雍
正
八
年

(
一
七
三
〇
)
に
福
建
省
の
倉

儲
政
策
に
よ

っ
て
台
運
が

精
米
運
搬
か
ら
穀

(未
精
米
)
運
搬

へ
変
更
さ
れ

た
こ
と
で
あ
髄
)。
こ
の
変

更
か
ら
は
清
朝
政
府
が
台
湾
か
ら
米
穀
を
運
搬
し
、
福
建
倉
儲
を
充
実
す
る

と
い
う
政
策
変
更
を
行

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
台
運
年
額

穀
十
八
万
二
千
七
十
石
と
台
湾
兵
米
穀
八
万
九
千
七
百
三
十
石
六
斗
を
合
わ

せ
た
年
額
は
、
台
湾
正
供
年
額
を
大
き
く
上
回
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
の
不
足
部
分
は
、
台
湾
四
県
で
の
採
買
に
よ

っ
て
補
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ

　むた
。
こ
の
こ
と
は
、
最
初
の
精
米
運
搬
は
平
糶

実
施

の
た
め
の
運
搬
で
あ
り
、

雍
正
八
年
以
後
は
未
精
米
運
搬
に
よ

っ
て
台
湾
が
福
建
倉
儲
の
主
要
供
給
源

に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
雍
正
期
に
お
け
る
精
米
↓
未
精
米
運
搬

へ
の
変
換
に
よ

っ
て
台
運
数
量
が

一
挙
に
倍
増
し
、
台
運
は
福
建
採
買

・
倉

儲
政
策
の

一
環
に
組
み
込
ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。
第
四
に
、
乾
隆
期
に
な
る

〈表1>雍 正 ・乾隆期 における台湾正供米穀年額 ・台運年額 変動表

年 代
雍正3年(1725)
4年(1726)

6年(1728)

7年(1729)

8年(1730)

9年(1731)

10年(1732)

13年(1735)

乾 隆6年(1741)
10年(1745)

11年(1746)

20年(1755)

29年(1764)

38年(1773)

46年(1781)

54年(1789)

嘉慶元 年(1796)

正供年額数量

鞍140261石

穀76573石

穀140,261石

穀169266石9斗9升

穀169,500石 余

袈172,000石 余

穀180,000石 余

穀190,933石3斗

春 米
米10,650石

米12,000石 余

穀24,000石 余

穀22,260石

穀28,280石

福建兵米

金度髭嬢両標兵米

米12,243石

金慶提鎮丙標兵米

米21,000石 余

穀42,000石 余

督標4営穀

15,570石 増

函鋪 鱒 兵穀

14,000石 余増

穀59,000石

兵春穀94,488石 閏年4,969石 増

穀20,000石 余

穀1,459石2斗 増

閏年121石6斗増

穀59,000石 余

兵春鼓S4,689石

平糶米
米50,000石

穀100000石

穀120,287石2斗3升

穀70,287石2升

年額馳消す

註

米から穀の運搬へ

鳳山八社義lO万石内地平躍

膨湖兵穀14,400石

兵春穀80,107石

出典:『 宮 中棺』・『明清史料』 戊編 ・『清實録』・『重修 台湾府志』巻 四 ・『海東札記』



前
節
で
の
考
察
に
よ

っ
て
台
運
の
全
体
像
が
明
ら
か
と
な

っ
た
が
、
本
節

で
は
前
節

の
考
察
を
う
け
、
そ
の
台
運
の
民
間
で
の
米
穀
採
買
と
ど

の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

康
煕
末

期
、
民
間
商
船

の
米
穀
積
載
上
限
は
食
米
六
十
石
に
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
雍
正
末
期
ご
ろ
か
ら
積
載
制
限
数
量
を
超
え
て
米
穀
を
運

搬
す
る
商
船
が
多
く
な

っ
て
き
た
。
当
時
は
台
湾
か
ら

の
米
穀
輸
出
数
量
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ
の
こ
と
は
台
湾
府
周
辺

の
米
価
を
押
し
上
げ
た
。

　ど

そ
の
た
め
、
乾
隆
十
年

(
一
七
四
五
)
に
商
船
米
穀
積
載
上
限
の
食
米
六
十
石
を
規
定
通
り
守
る
よ
う
再
度
通
達
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
度

は
福
建
の
米
穀
需
給
状
況
が
悪
化
し
た
の
で
、
乾
隆
二
十
四
年

(
一
七
五
九
)
に
は
各
商
船
の
米
穀
積
載
上
限
が
米

二
百
石

(穀
四
百
石
)
に
変

更
さ
れ
撃

〈表
1
　
に
よ
る
と
・
雍

正
末
期
か
ら
乾
隆
初
期
に
か
け

て
の
台
運
年
額
は
・
春
米
・

福
建
兵
米
と
平
糶

米
を
合
わ
せ
て
穀
十
八
万

石
あ
ま
り
で
あ
る
が
、
乾
隆
三
十
八
年

(
一
七
七
三
)
に
は
、
福
建
兵
米
と
春
米

の
僅
か
穀
九
万
石
余
り
に
減
少
し
て

い
る
。
そ
の
原
因
は
、
福

建
当
局
が
、
民
間
商
人
の
米
穀
運
搬
に
よ

っ
て
台
運
数
量
の
減
少
に
基
づ
く
米
不
足
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
た
め

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
乾
隆
十
二
年

(
一
七
四
七
)
に
福
建
潭
州

・
泉
州
に
お
い
て
台
湾

へ
の

「招
商
採
買
」
と

い
う
民
間
商
人
の
採
買
運
搬
方
式
が
決

定
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
勉

つ
ま
り
・
そ
の
後
・
台
運
数
量
が
少
な
く
な
る

一
方
・
民
間
米
穀
流
通
数
量
が
替
わ

っ
て
増

大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
台
運
と
民
間
の
招
商
採
買
は
共
に
政
府

の
統
御
下
で
行
わ
れ
た
が
、
政
府
に
と

っ
て
は
招
商
採
買
の
ほ
う
が
台
運
よ
り

と
、
台
運
数
量
が
拡
大
し
た
た
め
台
湾
倉
儲
が
著
し
く
減
少
し
、
乾
隆
六
年

(
一
七
四
二
)
に
清
朝
政
府
は
平
糶

米
穀
年
額
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得

　ヨ

な
く
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
乾
隆
初
期
、
台
湾
米
価
や
運
賃
の
上
昇
に
よ

っ
て
、
台
運
年
額
に
よ
る
採
買
は
悪
化
し
て
い
た
。
乾
隆
十

一
年

(
一

七
四
六
)
に
、
台
湾
の
正
供
年
額
は
僅
か
に
台
湾
、
膨
湖
、
福
建

の
兵
米
に
足
り
る
の
み
で
あ
り
、
こ
う
し
た
台
湾
倉
儲
数
量

の
減
少
に
よ

っ
て
、

平
糶

米
穀

の
年
額
運
搬
は
や
む
を
得
ず
停
止
さ
れ
、
以
後
、
平
糶

米
穀
の
運
搬
は
福
建
内
地
の
需
給
状
況
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

)

　ど

こ
の
た
め
、
福
建
当
局
は
台
湾
倉
儲
に
定
額
四
十
万
石
を
設
け
、
台
湾
倉
儲

の
充
実
を
図

っ
た
。

以
上
の
考
察
か
ら
台
湾
正
供

の
余
剰
米
穀
が
福
建
省
の
食
糧
政
策
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
形
で
台
運
定
額
に
充
て
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ

と
の
詳
細
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

二

台
運
と
民
間
商
船
販
売
米
穀
と
の
関
連



手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
点
で
有
利
で
あ

っ
た
。

そ
の

一
例
と
し
て
乾
隆
三
十

一
年

(
一
七
六
六
)
十
二
月
の
福
建
恵
安
県
の
招
商
採
買
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
『
福
建
省
例
』
倉
庫
例
給
照

買
米
に査
得
恵
安
縣
具
稟
墓
運
等
情
、
…
…
如
遇
内
地
潭
、
泉

一
帯
米
価

過
昂
、
令
地
方
官
擦
實
詳
報
、
准
其
出
示
暁
諭
、
給
照
鋸
船
、
前
往
淡
水
、

彰
化
販
運
。

一
値
毫
地
過
昂
、
移
明
内
地
停
止
給
照
。
…
…
査
壷
湾
淡
、
彰
地
方
、
中
米
価

値
壕
報

一
両
三
銭
五
分
、
實
属
平
減
、
似
為
充

裕
可
知
。
…
…
如
果
毫
地
債
昂
、
該
商
販
運
無
利
、
亦
可
不
禁
自
止
、
於
彼
地
民
食
並
無
妨
磯
。
…
…
如
有
本
地

民
人
實
係
身
家
股
實
、
情

願
自
備
資
本
、
領
照
赴
淡
、
彰
買
運
米
穀
者
、
該
縣
即
將
商
人
姓
名
並
買
米
数
目
造
冊
詳
報
、
給
以
印
照
、
毎
照

以
五
百
石
為
率
。
或
両
人

合
領

一
照
、
或

一
人
自
領
両
照
、
各
從
其
便
。
径
至
壷
属
淡
、
彰
地
方
、
不
拘
何
庭
、
聴
其
買
運
回
泉
、
照
依
時
債
羅
買
。
所
給
印
照
、
回

日
緻
錆
。

と
あ
り
、

福
建
当
局
は
招
商
採
買
を
「
台
運
」
の
範
疇
に
入
れ
、
裕
福
な
商
人
に

一
枚
米
五
百
石
を
率
と
す
る
印
照

(
米
穀
販
売
免
許
)
を

一
枚

乃
至
二
枚
与
え
、
台
湾
中
北
部
で
米
穀
を
採
買
し
て
福
建
に
売
り
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
史
料
の
中
に
台
湾
米
価
が
高

く
て
商
人
販
売
運
搬
に
利

益
が
無
け
れ
ば
、
禁
止
し
な
く
て
も
自
ず
か
ら
止
ま
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
福
建

・
台
湾
問
の
米
禁
は
既

に
緩
和
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
又
、
米
穀
採
買
を
行
う
地
域
が
台
湾
中
部
の
彰
化

・
北
部
の
淡
水
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
南
部

の
水
田
開
発
は
既
に
飽
和
状
態
に

な
り
、
米
穀
の
採
買
が
新
た
に
開
発
さ
れ
た
米
価

の
安
い
台
湾
中
北
部
に
向
か

っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

乾
隆
期

に
お
け
る
台
湾
の
年
間
輸
出
米
穀

の
数
量
は
、
『
宮
中
棺
嘉
慶
朝
奏
摺
』
第
二
輯
八
四
六
頁
の
嘉
慶

元
年

(
一
七
九
六
)
十
月
十
三
目

閲
漸
総
督
魁
倫
福
建
巡
撫
銚
棊
の
上
奏
文
に

本
年
正
、
二
、
三
、
四
等
月
、
査
擦
度
門
、
蛆
江
口
員
稟
報
、
壷
溝
運
到
之
米
已
有

二
十
六
萬

一
千
二
百
鯨
石
、

足
資
接
濟
、
…
…
査
自
六

月
後
至
九
月
底
擦
度
門
、
蛆
江

口
員
稟
報
陸
績
運
到
壷
米
、
又
有
十
六
萬
四
千
鯨
石
、
共
計
本
年
九
個
月
内
、
毫

溝
内
運
之
米
已
有
四
十
二

萬
五
千
絵
石
、
較
之
往
年
有
盈
無
紬
。

と
あ
る
よ
う
に
、
嘉
慶
元
年

(
一
七
九
六
)

一
月
か
ら
九
月
ま
で
民
間
に
よ
る
米
穀
運
搬

の
場
合
、
米
四
十
二
万
五
千

石
あ
ま
り
で
あ

っ
た
。
こ

れ
に
台
運
年
額
と
合
わ
せ
る
と
、
台
湾
年
間
輸
出
米
穀
数
量
は
五
、
六
十
万
石
を
上
回
る
と
想
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

乾
隆
中
期
以
後
、
民
間
輸

出
数
量
は
台
運
年
額
よ
り
多
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



前
述

の
よ
う
に
雍
正
八
年
よ
り
台
運
は
、
採
買

・
倉
儲
政
策
の

一
環
に
組
み
込
ま
れ
た
。
で
は
、
台
運
と
採
買
倉
儲
政
策
と
は
ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
こ
の
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
般
的

に
台
運
年
額
は
毎
年
台
湾

で
徴
収
さ
れ
た
正
供
米
穀
か
ら
提
供
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
凶
作
や
天
災
、
反

乱
や
国
家
の
慶
事
等
の
た

め
、
正
供

の
徴
収
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
乾
隆
十

一
年

(
一
七
四
六
)
、
三
十
六
年

(
一
七
七

一
)、
四
十
五
年

(
一
七
八

〇
)、
五
十
二
年

(
一
七
八
七
)
、
五
十
三
年

(
一
七
八
八
)
等
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
台
運
年
額
は
、
福
建
や
台
湾

の
倉
穀
か
ら
出
さ
ざ

る
を

得
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
台
運
を
行
う
際
、
台
湾
倉
儲

の
み
な
ら
ず
福
建
倉
儲

の
充
実
も
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ

う
に
雍
正
八
年

(
一
七
三
〇
)
以
後
、
福
建
倉
儲
政
策
に
よ

っ
て
台
湾
で
米
穀
を
採
買
す
る
、
或
い
は
台
湾
倉
儲
か
ら
福
建
内
地
倉
儲
を
充
実
さ

　
　
　

せ
る
措
置
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
又
、
福
建
省
は
そ
の
倉
儲
を
別
省
で
平
糶

し
、
そ
の
際
、
得
た
利
益
を
台
湾
に
送

っ
て
米
穀
を
採
買

す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
又
、
台
湾
倉
儲
か
ら
福
建
倉
儲
を
補
填
す
る
こ
と
も
多
か

っ
た
。
例
え
ば
、
乾
隆
十
六
年

(
一
七
五

一
)
、
二
十
四
年

(
一

七
五
九
)
、
四
十
三
年

(
一
七
七
八
)
、
五
十
年

(
一
七
八
五
)
に
、
浙
江

省
の
凶
作
に
際
し
て
、
福
建
各
府
倉
穀
を
浙
江

に
運
ん
で
平
糶

し
、

か
わ
り
に
台
湾
の
米
穀
を
採
買
し
・
或

い
は
台
湾
倉
儲
か
ら
福
建
各
地
の
倉
穀
に
補
給
を
行

っ
て
い
類
)・

つ
ま
り
・
台
湾
米
穀
は
福
建
倉
儲
を
通

し
て
別
省

に
も
供
給
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
連
環
の
中
で
台
運
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
第

一
節
で
述
べ

た
よ
う
に
、
乾
隆
十

一
年

(
一
七
四
六
)
に
、
清
朝
政
府
は
台
運
年
額
運
搬
を
安
定
す
る
た
め
、
台
湾
全
体

の
倉
儲
と
し
て
定
額
四
十
万
石
を
設

定
し
た

(表
2
参
照
)
。
当
時
台
湾
は
福
建
省
に
属
す
る

一
府
で
あ

っ
た
た
め
、
台
湾
倉
儲
数
量
が
多
け
れ
ば
、
福
建
内
地
の
民
食
が
不
足
し
た

時
に
、
直
ち
に
台
湾
に
提
供
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
台
湾
の
倉
儲
が
台
運
に
よ

っ
て
福
建
倉
儲
と

一
体
化
さ
れ
、
大
陸
の

米
穀
流
通
体
系
と
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
乾
隆

二
十
年
以
後
、
稲
作
生
産
の
少
な

い
台
湾
府

の
倉
穀

二
十
万
石
は
、
常

　　

に
淡
水
、
彰
化
、
鳳
山
、
諸
羅
四
県
か
ら
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

〈表
3
　
は
上
で
述

べ
た
よ
う
な
採
買
に
際
し
て
の
官
穀
採
買
定
価
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
時
代
が
下
る
に
従

っ
て

採
買
定
価

が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
原
因
は
台
湾
開
発
の
進
展
に
つ
れ
て
台
湾
府
県
の
民
間
米
価
が
高
く
な
り
、
そ
れ
に
従

っ
て

三

台
運
と
採
買

・
倉
儲
政
策
と

の
関
連



採
買
定
価
も
引
き
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
採
買
定
価

の
引
き
上
げ
が
常
に
市
価
の
上
昇
に
追
い
つ
か
な
か

っ
た
た
め
、
乾
隆
初
期
か
ら
採

　む

買
状
況
は
悪
化
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、
乾
隆
期
か
ら
採
買
状
況
は
常
に
台
運
年
額
運
搬
よ
り
も
遅
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
乾
隆
十
七
年

(
一
七
五
二
)
以
後
、
福
建
倉

儲

の
採
買
は
、
常
に
新
た
に
開
発
さ
れ
た
米
価
の
安

い
彰
化
県

・
淡
水
庁

に
お
い
て
行
わ
れ
る
よ
う

(
22
)

(23
V

に
な
り
、
乾
隆
十
八
年
か
ら
道
光
年
間
ま
で
は
、
採
買
定
価
は
六
銭
で
変

化
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
は

民
間
米
価
が
上
昇
し
て
定
価
と
の
差
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
時
に
は
、
福

建
四
府
平
糶

盈
余
銀
か
ら

定
価
の
不
足
部
分
を
補
填
す
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
採
買
定
価
が
常

に
市
価
に

及
ば
な
い
と

い
う
状
況
に
根
本
的
変
化
は
な
か

っ
た
。

一
方
、
倉
儲
数
量
を
増
す
た
め
に
捐
監
穀

と
い
う
施
策
も
採
ら
れ
た
。
捐
監
穀

と
は
捐
監
生

に
な

る
こ
と
を
希
望
す
る
民
間
人
の
生
員

・
俊
秀
か
ら
集
め
た
米
穀
で
あ
る
。
清
朝
政
府
は
乾
隆
三
年

(
一

七
三
八
)
に
福
建
省
に
お
い
て
捐
監
穀

の
実
施
を
開
始
し
、
乾
隆
八
年

(
一
七
四
三
)
に
閲
漸
総
督

那
蘇
圖

の
上
奏
に
よ
り
、
捐
監
生

に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
生
員
資
格
を
与
え
る
見
返

り
と
し
て

一
名
毎
に
銀
百
八
両
相
当

の
米
穀
を
課
し
た
。
当
時
、
福
建
内
地
の
採
買
定
価
は
穀

一
石

毎
に
九
銭

で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
福
建
内
地
の
捐
監
生

に
は

一
百
二
十
石
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
と
な

る
。
乾
隆
十

一
年
に
な
る
と
、
台
湾
で
も
倉
儲
の
充
実
の
た
め
、
捐
監
穀

定
額
五
万
石
が
決
定
さ
れ

た
。
更
に
そ
の
後
、
こ
の
定
額
は
穀
十
五
万
を
増
し
て
二
十
万
石
と
さ
れ
た
。
当
時
、
台
湾
の
採
買

定
価
は
福
建
内
地
と
比
べ
て
安
く
、
淡
水
、
彰
化
は
四
銭
五
分
、
台
湾
、

鳳
山
、
諸
羅
三
県
は
五
銭

で
あ

っ
た
。
即
ち
、
台
湾

の
捐
監
生

は
損
穀
負
担
は
内
地
よ
り
重
く
、

一
名
毎
に
二
百
四
十
石
乃
至

二
百
十
六
石
と
な

っ
て
い
た
。
当
初
、
台
湾
に
お
け
る
捐
監
穀

の
納
入
実

績
が
あ
ま
り
芳
し
く
な
か

っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
乾
隆

二
十

一
年

(
一
七
五
六
)
に
、
台
湾

の
採
買
定

価
が
穀

一
石
毎
に
六
銭
に
上
が

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ
れ
は

一
名
当
た
り

一
百
八
十
石
と
減
額
さ

〈表2>乾 隆期における台湾所属府県庁倉穀定額表

台湾府

20万 石

台湾県

3万 石

(後期2万 石)

台湾県

5万 石

(後期3万 石)

諸羅県

5万 石

彰化県

5万 石

淡水庁

2万 石

膨湖庁

2万 石

(56年 か ら)

出 典

『宮中棺』

『福建通志台湾府』

〈表3>清 代における台湾官穀採買定価変動表

年代

穀石毎

雍正5年以前

3銭2分9厘

雍正5年

3銭6分

乾隆6年

4銭

乾隆9年

4銭5分

乾隆18年 以後

6銭

出典:『 宮中棺』 『清實録』,『 明清史料』戊編,『 重修台湾府志』



台
運
に
は
運
賃
が
必
要
で
あ

っ
た
。
又
、
そ
れ
を
運
搬
す
る
船
舶
に
も

一
定
の
規
格
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
た
台
運
運
搬

に
伴
う
国
家

の
管
理
が
ど
の
よ
う
な
形
で
、
又
、
ど

の
よ
う
な
機
構
の
下
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
、

台
運
に
必
要
な
運
賃
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
雍
正
初
期
、
台
湾

の
鹿
耳
門
か
ら
度
門
ま
で
の
運
賃
は
米

一
石
毎
に
銀

一
銭
八
萱
で
あ

っ

(
29
)

(
30

)

た
。
当
初
台
運
の
運
賃
は
、
台
湾
府
鹿
耳
門
か
ら
度
門
ま
で
の
価
格
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
平
糶

米

の
利
益
に
よ

っ
て
賄

わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

米
か
ら
穀

の
運
搬
に
切
り
換
え
ら
れ
、
福
建
省
採
運
米
石
の
定
例
に
よ
り
、
台
湾
か
ら
度
門
ま
で
の
運
賃
は

一
石
毎
に
銀
八
分
、
度
門
か
ら
福
建

各
地

へ
は
水
程
百
里
毎
に
銀
三
楚
を
加
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
台
湾

の
開
発
当
初
か
ら
、
南
部
の
諸
羅

・
鳳
山
二
県
の
業

戸

・
大
租
戸

(開
墾
主
)

　
　
　

の
多
く
は
県
庁
所
在
地
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、
業
戸
か
ら
徴
収
さ
れ
た
正
供
米
穀
は
、
そ
の
ま
ま
県
庁

の
官
倉
に
蓄
え

ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

諸
羅

・
鳳
山
二
県
の
正
供
米
穀
を
鹿
耳
門

へ
運
搬
す
る
の
は
容
易
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
乾
隆
初
期
に
新
た
に
開
発
さ
れ
た
彰
化
県
と
淡
水
庁
の

業
戸
は
、

諸
羅

・
鳳
山
と
違

い
、
多
く
は
所
有
農
地
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彰
化
県

・
淡
水
庁

の
正
供
米
穀
を
台
湾
府
の
福
建

へ
の
正

口

(清
朝
政
府
に
決
め
ら
れ
た
指
定
渡
航
港
)
で
あ
る
鹿
耳
門
ま
で
運
ぶ
際
の
運
賃
が
問
題
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
彰
化
、
淡
水
の
場

合
、
各
所
有
地
か
ら
彰
化

・
淡
水
県
庁
ま
で
の
陸
運
と
更
に
彰
化

・
淡
水
両
県
庁
か
ら
鹿
耳
門

へ
の
海
運
に
伴
う
運
賃
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
の

ハ　

で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
平
糶

米
年
額
の
運
搬
が
停
止
さ
れ
て
以
後
、
台
湾
中
北
部
か
ら
鹿
耳
門

へ
の
運
賃
が
増
大
し
た
た
め
、
乾
隆
二
十
年

(
一

　お
　

七
五
五
)

に
台
運
の
運
賃
は
福
建
内
地
の
丁
餉
や
地
丁
銀
等
か
ら
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
台
湾
府

の
鹿
耳
門
と
台
湾
南
北
各
港
と
の
間
の
官

穀

一
石
毎

の
運
賃
は
、
淡
水
庁

の
竹
錘

・
淡
水
は
四
分
八
萱
か
ら
六
分

一
萱
、
彰
化
県
の
鹿
仔
港

・
猫
霧
棟
は
三
分
四
萱
か
ら
五
分
六
楚
、
諸
羅

　
　
　

県
の
筆
港

は
二
分
九
螢
、
鳳
山
県
の
八
社
倉
は
三
分
九
彊
で
あ

っ
た
。
乾
隆
中
期
以
後
、
台
湾
か
ら
福
建
内
地

へ
の
台

運
は
、
福
建

の
商
船
が
台

湾
中
北
部

へ
民
間
米
穀
の
採
買
に
赴

い
た
際
、
そ
れ
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
商
船
に
よ
る
台
運

四

運
賃
と
使
用
船
舶
に
つ
い
て

れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
損
監
穀
定
額
二
十
万
石
に
達
す
れ
ば
、

こ
の
中
か
ら
穀
十
万
石
を
度
門
倉
儲
に
補
填
し
、
残
り
は
台
湾
倉
儲
に
蓄
え
る
こ

(
25
)

(26
)

(
27
)

と
に
な

っ
た
。
こ
の
後
、
損
監
穀
額
は
四
十
万
石
に
達
し
、
台
湾
正
供
の
徴
収
が
免
除
さ
れ
た
際
或

い
は
商
船

の
遭
難

事
故
に
よ

っ
て
官
穀
が
流

　　

失
し
た
際
に
は
、
台
運
官
穀
は
常
に
捐
監
穀

か
ら
補
填
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。



運
賃
は
鹿
耳
門
か
ら
度
門
ま
で
と
同
じ
く
穀

一
石
八
分
に
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
こ
う
し
た
運
搬
法
に
よ
り
、
台

湾
各
地
か
ら
の
小
船
運
賃

が
省
け
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
清
朝
政
府
は
台
運
を
担
当
す
る
商
船
を
ど

の
よ
う
に
管
理

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
雍
正
期
に
お
け
る
台
運
の
商
船
運
搬
状
況
を

詳
し
伝
え
る
史
料
は
少
な

い
が
、
清
朝
政

府
は
福
建

へ
の
帰
航
商
船

に

一
隻
当
た
り
官
穀
百
石
か
ら
三
百
石
の
運
搬
を
依
頼
し
、
運
賃
を

与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
台
運

の
開
始
当
初
は
そ
の
運

　
お
　

搬
に
伴
う
義
務

は
未
だ
明
文
化
さ
れ
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
乾
隆
十

一
年

(
一
七
四
六
)、
台

運
未
運
搬
数
量
が
穀
三
十

四
万
九
千
石
余
り
に
達
し
た
た
め
、
清
朝
政
府
は
台
運
賠
償
定
例
を

定
め
、
商
船
の
運
搬
義
務
を
明
文
化
し
た
。
そ
れ
に
伴

っ
て
台
運
は

強
制
力
を
伴
う
も
の
と
な

っ
た
が
、
こ
う

し
た
台
運
の
運
搬
業
務
を

統
轄
し
た
の
が
台
湾
道
や
台
湾
府
知
府

で
あ

っ
た
。

又
、
実
際
に
遂

行
に
あ
た
っ
て
そ
の
業
務
を
処
理
し
た
の
が
台
湾
の
台
防
同
知
と
度
門

の
度
防
同
知
で
あ

っ
た
。
更
に
、
そ
の
台
防
同
知
と
度
防
同
知
の
下

に
配
運
総
科
が
設
け
ら
れ
、
細
か
な
役
割
分
担
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

又
、
商
船
が
遭
難
な
ど
で
官
穀
を
流
失
し
た
際
の
保
証
組
織
も
整
備

さ
れ
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
人
為
的
ミ
ス
で
あ

っ
た
り
、
或

い
は
遭
難

形
跡
が
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
、
船
戸
や

保
船
行
戸

(行
保
と
も

い

う
。
船
舶
や
船
荷
の
保
証
を
行
う
行
商
)

が
積
載
官
穀
に
対
し
て
弁

(36
V

償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
又
、
台
湾
各
港
か
ら
鹿
耳
門

へ
の

〈表4>乾 隆期における商船の規格及び官穀積載定額の変動表

年 代

乾 隆II年(1746)

38年(1773)

48年(1783)

49年(1784)

53年(1788)

55年(1790)

船舶種類と揉頭(船 の横幅)と 官穀運搬額

1丈7尺6寸 ～1丈8尺

1丈7尺1寸 ～1丈7尺5寸

1丈6尺 ～1丈7寸

玉丈5尺6寸 ～1丈6寸

1丈4尺5寸 ～1丈5尺5寸

穀300石

穀250石

穀200石

穀150石

穀100石

糖船1丈6尺 以上 穀260石(旧320石)

〃1丈4尺 以上 穀220石(旧260石)

〃1丈2尺 以上 穀200石(旧240石)

横洋船1丈4尺 以上 穀160石(i日200石)

〃1丈2尺 以上 穀120石(旧160石)

〃1丈 以上 穀80石(旧120石)

糖船

横洋船

穀240石(米120石)

穀120石(米60石)

糖船

横洋船

蛆江船

穀320石(米160石)

穀160石(米80石)

穀80石(米40石)

糖船

横洋船

蛆江船

穀360石(米180石)

穀180石(米90石)

穀140石(米70石)

鹿仔港で度門白底鋸船 穀120石

(米60石)

出 典

『度門志』巻六台運略配運

『重修台湾府志』巻二海防

『海東札記』巻二記政紀

『明清 史料 』戊編第 二本

130頁

『慶門志』巻六台運略配運

『度門志』巻六台運略配運

『明清 史料 』戊編第 二本

189頁



こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
雍
正
期
よ
り
、
鳳
山
、
諸
羅
、
彰
化
三
県
か
ら
台
湾
府
の
鹿
耳
門

へ
、
鹿
耳
門
か
ら
福
建

ハれ
　

の
度
門

へ
と
い
う
鹿
耳
門
を
結
節
点
と
し
た
米
穀
流
通
ル
ー
ト
が
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
そ
の
流
通
の
実
態
及
び
過
程
を
更
に
明

ら
か
に
す

る
。

さ
て
、

次
頁
の
表
は
台
湾
府

の
属
県

で
あ
る
台
湾
県
と
上
述
の
三
県
か
ら
台
湾
府
鹿
耳
門
を
経
て
福
建
度
門

へ
と
運
ば
れ
る
平
糶

米
、
福
建
兵

米
、
春
米
の
各
年
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
表
か
ら
、
乾
隆
前
期
、
台
湾
四
県
の
正
供
米
穀
と
採
買
官
穀
は
す
べ
て
鹿
耳
門
に
集
め
ら
れ
、
鹿
耳
門
か
ら
度
門

へ
、
度
門
か
ら
更

に
福
建
各
地

へ
と
運
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。
台
湾
各
県
庁
の
正
供
米
穀
は
、
は
じ
め
郷
村
か
ら
荷
車
で
沿
海

の
港
ま
で
運
ば
れ
、

五

台
運
の
流
通
過
程

運
搬
業
務

は
、
各
港
の
船
総

(港

の
船
舶
管
理
者
)
が
担
当
し
て
い
姶
。

つ
ま
り
、
実
務
処
理
の
統
轄
者
た
る
台
防
同
知
は
主
に
鹿
耳
門
か
ら
度

門

へ
の
運
搬
業
務
を
担
当
し
、
度
防
同
知
は
台
湾
か
ら
の
官
穀
を
収
め
て
福
建
各
倉
に
運
送
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
船
舶

の
規
格
に

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
史
料
に
基
づ

い
て
筆
者
が
検
索
し
得
た
台
運
に
関
わ

っ
た
各
商
船
規
格
及
び
そ
の
台
運
積
載
定
額
の
変
動
を
示

す
と
前
頁

の
表

4
の
様
に
な
る
。

〈表
4
>
に
示
し
た
丈
尺
は
各
商
船
の
梁
頭

(横
幅
に
当
た
る
標
木
)
の
長
さ
を
示
す
。
即
ち
、
各
商
船
の
台
運
積
載
額
は
梁
頭
の
長
さ
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
又
、
船
戸
に
は
運
搬
先
の
遠
近
に
応
じ
て
免
単

(免
税
許
可
書
)
が
与
え
ら
れ
、
次
回
の
台
運
運
搬
が
免
除

さ
れ
て
い
た
。。
し
か
し
、
乾
隆
四
十
年

(
一
七
七
五
)
に
な
る
と
、
清
朝
政
府
が
台
運
の
円
滑
化
を
図
り
、
免
単
に
よ

る
運
搬
免
除
を
取
り
消
し

た
た
め
、
往
来
商
船
は
必
ず
毎
回
官
穀
を
運
搬
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
煙
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
、
海
船
の
製
造

の
際
に
は
、
梁
頭
に
対
す
る

折
算
の
方
法
が
あ
り
、
実
際
の
長
さ
を
使
わ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
梁
頭
の
実
際
の
長
さ
の
通
り
に
登
録
し
た
船
舶
免
許
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
現
実

あ
　

に
は
梁

頭
に
よ
る
官
穀
配
載
は
有
名
無
実
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
乾
隆
四
十
年
代
以
後
、

こ
う
し
た
梁
頭
を
基
準
と
し
た
官
穀
配
載
の
煩
項
と
不

公
平
を
解

決
す
る
た
め
、
商
船
の
台
運
積
載
定
額
は
砂
糖
貿
易
を
す
る
糖
船
と
度
門

・
台
湾

の
問
で
海
運
貿
易
を
行
う
横
洋
船
と
に
分
け
て
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。



そ
れ
か
ら
膨
仔
杉
板
等
と

呼
ば
れ
る
小
船
を
用
い
て
、

諸
羅
県

は
筆
港
か
ら
、
鳳

山
県
は
打

狗
港
や
茄
藤
港

か
ら
、

彰
化
県
は
鹿
仔
港

か
ら
鹿

耳
門
に
運
送
さ
れ

　
れ
　
た
。
台
湾

各
県
か
ら
鹿
耳

門

へ
の
輸

送
が
海
路
に
よ

っ
て
な
さ

れ
た

の
は
、
恐

ら
く
清
代

に
は
台
湾

の
陸

上
交
通

の
建
設
が
遅
れ
、

又
、
漢

・
番
や
泉
、
潭
、

客
家
人

同
士
の
衝
突
を
避

け
る
た

め
で
も
あ

っ
た
。

又
、

福
建
と
台
湾

の
間

に
あ
る

膨
湖
列
島
も
台
湾

か
ら
米

穀
の
援
助
を
受
け

て
い
た

。
最
初
は
台
湾
倉

儲
か
ら

精
米
す
る
或

い
は

膨
湖
官
庁

か
ら
人
員
を
派

遣

し
て
台
湾

で
採
買
を
行

い
、
商

船
を
雇

っ
て
膨
湖

〈表5>雍 正・乾隆期における鹿耳門輸出平糶穀年額表

輸 出 元

雍正9～ 乾隆6年

乾隆7～ 乾隆20年

台 湾 県

24,386石6斗7升

14,106石2升

鳳 山 県

32,134石2斗1升

18,706石5斗1升

諸 羅 県

41,528石5斗5升

24,242石5升

彰 化 県

22,237石6斗

13,232石4斗4升

出典:『 続修 台湾府 志』 巻4賦 役,重 修 台湾 府志』巻4賦 役

輸出元

台湾県

鳳山県

諸羅県

台湾県

鳳山県

諸羅県

彰化県

台湾県

鳳 μ」県

諸羅県

彰化県

台湾県

諸羅県

官穀名称

督標兵米

督標兵米

督標兵米

金慶兵米

金度兵米

金慶兵米

金度兵米

内地各営兵米

内地各営兵米

内地各営兵米

内地各営兵米

膨湖兵米

輸 出 先

福 州

福 州

福 州

度門 ・金門

度 門 ・金門

度 門 ・金 門

度 門 ・金 門

閾安雲香等

峰火南襖等

間安銅山等

峰火潭鎮等

膨 湖

数 量

粟5,190石

粟5,190石

粟5,190石

粟7,984石3斗2升

粟7,984石3斗2升

粟8,185石1斗6升

?

粟2,980石1斗5升6合

?

粟4,793石9斗6升

?

粟14,400石

運賃(穀 石 毎)

1銭2分S螢

1銭2分8螢

1銭2分S董

8分

8分

8分

8分

8分

8分

8分

8分

3分6毫5綜

註

旧運賃1銭1分6萱

旧運賃1銭1分6楚

旧運賃1銭1分6楚

乾隆28年 以前は7,984

石3斗2升

乾隆25年 よ り

出典:『 宮 中槽』第十輯712頁,『 明清史料』戊編,『 重修台湾府志』,『 膨湖庁志』

〈表7>乾 隆前期における鹿耳門輸出春米年額表

輸 出 元

乾隆初期

乾隆28年

台 湾 県

粟4,909石8升

粟4,281石

鳳 山 県

粟6,153石1斗1升

粟1,445石6斗

諸 羅 県

粟7,783石9斗1升

粟11,223石1斗3升8合

彰 化 県

粟3,413石9斗

粟5,928石8斗8升

出典:『 重修台湾府志』

〈表6>乾 隆前期における鹿耳門輸出福建兵米年額表



に
運
搬

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
乾
隆
二
十

五
年

(
一
七
六
〇
)
に
は
こ
の
煩
環
を
解

決
す
る
た
め
、
膨
湖
兵
糧

の
運
搬
も
台
運

業
務
の

一
部
に
な
り
、
諸
羅
県
の
筆
港

へ

の
杉
板
頭
船
に
よ
る
直
接
採
買
が
実
施
さ

れ
る
と
同
時
に
、
台
運
の
よ
う
に
鹿
耳
門

で
福
建

へ
の
帰
航
商
船
に
膨
湖
兵
糧
を
配

　き

っ
て
運
搬

さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
(表

6
参
照
)

こ
の
際
の
運
賃
は
台
湾
に
お
け

る
増
加
農
地
の
正
供
を
折
し
て
得
た
変
価

銀
か
ら
出
さ
れ
た
。

前
述

の
よ
う
に
、
乾
隆
後
期
、
福
建
内

地
の
商
船

は
度
門

・
鹿
耳
門
を
経
由
し
て

台
湾
各
港

へ
米
穀

の
採
買
に
赴
く
こ
と
が

多
か

っ
た
が
、
そ
の
際
、
そ
の
帰
途
に
は

台
湾
各
県

の
官
穀
を
搭
載
し
、
鹿
耳
門

・

度
門
を
経
由
し
て
内
地

へ
運
搬
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ
れ
に
付
随
し
て
当
時
密
貿

易
が
盛

ん
と
な

っ
て
い
た
が
、
乾
隆
四
十

九
年

(
一
七
八
四
)、
清
朝
政
府
は

こ
う

し
た
密
貿

易
禁
止
と
商
船
管
理
の
強
化
の

た
め
、
商
業
貿
易
が
次
第
に
発
達
し
て
き

〈表8>乾 隆四十九年以後鹿耳門輸出官穀年額表

嘉義県

ム'・

台湾県

.山 県
目

目

台湾県

古 曽』

慶防庁備貯水師提標5営
・金 『 標2"s}4士

庁 随
'掃 目 歯

龍渓 ・同安 ・平和3県 倉
、 羽』

葡 庁倉米穀

饗_米
目

' ・切{2目 士

膨湖兵穀

粟24,154石2斗

1920石

2370石6"69A

粟3,806石4斗

粟3638石8"16A

米1500石

5914石8"16A

983石3"22A

3476石

粟13,300石

'任 歯 石

6分6厘4毫

6∠6厘4

6∠6厘4

6分6厘4毫

6∠6厘4

6∠6厘4

6∠6厘4

66厘4

3分

160石

閏年ll7石2斗

士288石

出典:『 度 門志』 巻6〈 台運略〉

曙

県
・ヒ県

,目

ノ 目

z目

ヒ県
・ヒ県

・ ヒ 目

目

!ヒ 目

・ヒ県

!目

古

首州 ・'

百州 ・ 米
古 目 、 唱』

★

盲 県 歯

侯由県兵也

蜀県 轟穀
'車江 目 聴

、虫

目 」士

晋江 県'ヌ

南 県'穀
〉 く 目

、幽

量

米5500石

米875石

1087石2"

1040石7ぐ2

2205石

2073石6"

2381石7"2升

5536石8"

456石

460石8"

3727石2"

5414石4ぐ

465石6"

648石

'(士 石 毎

1銭2∠8

1銭2△8

4△4厘

4△4厘

4△4厘

註
z`に 穀llOOO石 に'更

(部 ヒ県 志)1294石5"2

460石4"

38石

38石4"

310石6"

451石2"

目38石8"

54石

出典:『 度 門志』 巻6〈 台運略〉,『 彰化県志』,『 東磋 紀略』

〈表9>乾 隆四十九年以後鹿仔港輸出官穀年額表



た
彰
化
県

の
鹿
仔
港
と
福
建
泉
州
の
蛆
江
口
と
の
間
の
直
接
渡
航
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
路
線
の
台
運
業
務

を
担
当
し
た
の
が
彰
化
県

の
鹿
仔
港
同
知
と
泉
防
庁
の
蛆
江
同
知
で
あ
る
。
以
後
、
台
湾
南
部
の
台
湾
、
鳳
山
二
県
の
台
運
官
穀
は
鹿
耳
門
よ
り
度
門

へ
、
台
湾
中
部
の
彰

　ぢ

化
、
諸
羅

(乾
隆
五
十
二
年
に
嘉
義
に
改
名
)
二
県

の
台
運
官
穀
は
鹿
仔
港
か
ら
蛆
江
口
へ
運
搬
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
(表
8
、

9
参
照
)

更
に
乾
隆
五
十
三
年

(
一
七
八
八
)
に
は
淡
水
の
八
里
盆
と
福
州
の
五
虎
門
と
の
間
の
渡
航
路
線
も
開
放
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
た
だ
、
当
時

台
湾
北
部

は
開
発
が
遅
れ
て
お
り
、
官
倉

の
建
設
も
進
ん
で
お
ら
ず
、
又
、
台
湾
北
部
の
正
供
米
穀
額
も
少
な
か

っ
た

た
め
、
八
里
盆
が
福
建

へ

の
官
穀
運
搬
業
務
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
若
干
の
年
月
を
要
し
、
そ
れ
は
嘉
慶
十
六
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

清
朝
政

府
は
雍
正
期
か
ら
台
運
を
開
始
し
た
が
、
当
初
は
平
糶

政
策
に
基
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
雍
正
八

年

(
一
七
三
〇
)
よ
り
未

精
米

の
運
搬
に
変
更
さ
れ
て
か
ら
台
運
は
福
建
省

の
採
買

・
倉
儲
政
策
の

一
環
に
組
み
込
ま
れ
、
福
建

・
台
湾
に
お
け

る
倉
儲
を
め
ぐ
る
施
策
は

一
体
化
さ

れ
た
。
又
、
こ
れ
に
よ
り
台
湾
は
福
建
に
米
穀
を
提
供
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
清
代
米
穀
流
通
体
系
の
下
で
福
建
倉
儲
を
通
し
て
浙
江

、

広
東
等

へ
も
米
穀
を
供
給
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

}
方
、
台
運
米
穀
の
供
給
源
で
あ
る
台
湾
正
供
の
本
色
徴
収
は
、
台
湾
に
お
け
る
水
田
開
発
を

促
進
し
た
。
雍
正
期
に
お
け
る
米
穀
流
通
は
政
府
統
御
下
に
行
わ
れ
た
の
で
、
台
湾
の
米
価
と
運
賃
は
安
く
、
米
穀
を
商
品
と
し
て
域
外

へ
輸
出

す
る
際

の
利
潤
は
高
か

っ
た
。

こ
の
中
の
平
糶

に
よ

っ
て
生
じ
る
利
益
は
台
湾

で
の
米
穀
採
買
と
台
運
運
賃
に
充
ら
れ

た
が
、
当
時
は
台
湾
倉
儲

数
量
が
多

か

っ
た
た
め
、
台
運
は
順
調
に
進
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
台
湾
府
県
周
辺
に
お
け
る
開
発
の
進
展
と
輸
出
数
量
の
増
大
に
つ
れ
、
台

湾
南
部
に
お
け
る
米
価
と
運
賃
は
徐
々
に
上
が
り
、
乾
隆
初
期
よ
り
台
運
年
額
に
対
す
る
不
足
が
次
第
に
増
加
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
官
穀
採
買

の
遅
延
と
正
口
を
経
由
し
な
い
密
貿
易
の
増
大
に
よ
り
、
台
運
状
況
は

一
層
悪
化
し
た
。
乾
隆
十
年
代
か
ら
、
清
朝
政
府
は
台
運
定
例
と
台
湾
倉

儲
定
額
を
定
め
、
商
船
の
台
運
義
務
を
明
文
化
し
、
台
運
の
安
定
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
頃
、
平
糶

米
の
年
額
運
搬

が
停
止
さ
れ
た
が
、
こ
れ

は
台
湾
輸

出
米
穀
数
量
の
減
少
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
地
域
の
米
禁

の
緩
和
に
よ
り
、
台
湾
中
北
部

へ
の
招
商
採
買
が
多
く
な
り
、

民
間
販
売
米
穀
の
流
通
量
が
増
大
し
た
た
め
で
あ
る
。

一
方
、
台
運
が
行
わ
れ
た
ル
ー
ト
を
み
る
と
、
乾
隆
後
期
ま
で
そ
の
中
心
は
台
湾
府

(今
の
台
南
)
の
鹿
耳
門
で
あ

っ
た
。
乾
隆
四
十
九
年

(
一

お

わ

り

に



七
八
四
)
以
降
は
福
建

へ
の
正
口
に
な

っ
た
台
湾
中
部

の
鹿
仔
港
も
台
運
業
務
を
分
担
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
更
に
乾
隆

五
十
三
年

(
一
七
八
八
)

以
降
、
台
湾
北
部
の
八
里
盆
も
正
口
と
な

っ
た
が
、
台
湾
北
部

の
正
供
数
量
が
少
な
く
、
官
倉
設
備
が
完
全

で
な
か

っ
た
た
め
、
官
穀
運
搬
業
務

を
担
当
し

て
は
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ

で
、
乾
隆
期
の
台
運
に
伴
う
民
戸

へ
の
課
役
に
つ
い
て
見
る
と
、
当
初
米
穀

・
砂
糖
等

の
貿
易
販
売
の
利
潤
が
高
か
っ
た
の
で
、
船
戸

・
行
保
に
と

っ
て
、
台
運
に
伴
う
労
役
は
未
だ
大
き
な
負
担
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
乾
隆
後
期
、
米
禁
体
制
が
崩
れ
、
海
運
に
よ
る
民
間
の

台
湾
米
穀

販
売
が
別
省
に
及
ぶ
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
く
る
。

又
、
陋
規

(商
船
に
対
す
る
検
査
手
数
料
)
徴
収
に
よ
る
密
貿
易

の
拡
大
等
が
数

多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
商
船
が
正
口
に
入
ら
ず
し
て
台
運
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
台
運
は
次
第
に
深
刻
な
状
態
に

陥

っ
て
い
く
。

こ
う
し
た
台
運
体
制
の
破
綻
が
見
ら
れ
る
清
朝
後
期
に
お
け
る
福
建

・
台
湾
間
の
米
穀
流
通
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
発
表
し
た

い
と
思
う
。

(1
)

安
部
健
夫

「米
穀
需
給

の
研
究
1

『
雍

正
史

』

の

一
章

と
し

て
み
た
ー

」

(『
雍

正
時

代

の
研
究
』
東

洋
史
研
究
会

編
、

同
朋
舎

出
版
、

一
九
八
六
年

)、

山
本
進

「海
禁

と

米
禁
-

清
代

閲
漸
沿
海

の
米
穀

流
通
1

」
(『
社
会
経

済
史
学
』
五
五
-

五
、

一
九
八
九
年
)
、
同
氏

「清

代
前
期

の
平
糶

政
策
-

採

買

・
倉
儲
政
策

の
推

移
1

」

(『
史
林
』

七

一
ー

五
、

一
九
八
九

年
)、

則
松
彰

文

「雍

正
期

に
お
け
る
米
穀
流

通
と
米
価
変

動
-

蘇

州
と
福
建

の
連
関
を

中
心
と

し
て
ー

」

(九

州
大
学

『
東
洋
史

論
集

』

一
四

一
九

八
五
年
)
等
参

照
。

(2
)

王
世
慶

「清
代
台
湾

的
米
産
與

外
錆
」

(『
台
湾
文
献

』
第
九
巻
第

一
期
、

一
九

五
八
年
)、

同
氏
著

「清

代
台
湾
的
米
価

」

(『
清
代

台
湾
社
会
経

済
』
台
北

聯
経
事
業
出
版

公
司

一
九
九
四

年
)、

洪
美
齢

「清
代
台
湾

対
福
建

供
輸

米
穀

関
係
之

研
究
ー

一
七
二
五
～

一
八
六
〇
ー

」

(国
立
台
湾

大
学
歴
史

研
究
所
修

士
論
文
、

一
九
七

八
年
)
等
参

照
。

(
3
)

王
業
鍵

「清
代
経
済
鯛
論

」

(『
食
貨

月
刊
』

復
刊
第

二
巻

第
十

一
期
、

一
九
七
四
年
)
参

照
。

(
4
)

周
鍾
喧

『
諸
羅
縣
志
』

巻
六
賦
役
志

(台
湾
銀
行
経
済

研
究
室
台
湾

文
献
叢
刊
第

一
四

一
種
、

一
九
六

二
年
、
八
八
頁
)
参

照
。

(5
)

『
宮
中
棺
』

第
八
輯

四
七
八
頁
、
雍

正
五
年
七

月
八
日
福
建

総
督
高
其
悼

の
上
奏
に
、

「査
台
湾

府
四
縣
原
額
、

毎
年
徴
牧

正
供
粟
共

一
十
四
萬

二
百
六
十

一
石
、
皇

、
膨
各
管

註



兵

丁
歳
支
米

三
萬

六
千
石
、
毎
年
除
歳

支
之
外
、
所
鯨

粟
石
存
各
縣
倉
中

、
年

々
存
積

、
故
從
前
倉

粟
存

至
三
十
鯨
萬

之
多
。
」
と
あ

る
。

(6
)

『
世
宗
實
録
』
巻

四
十
六
雍
正

四
年

七
月
に
、

「雍
正

二
年
、
奉

旨
筋
装
皇
湾
倉

穀
、
毎
年

破
米
五
萬

石
、

運
赴
泉
潭
平
糶

。
」

と
あ
る
。

(7
)

華
松
年

『
台
湾
糧
政
史
』

上
冊
、
台
湾
商

務
印
書
館
、

一
九
八

四
年
、

六
二
頁
、
光
緒

三
年
福
建

巡
撫

丁
日
昌

の

「請
將

嘉
属
各
項

雑
餉
分
別
諮
除

」
疏
参
照
。

(
8
)

『
宮
中
棺
』
第

八
輯

四
七
八
頁
、
雍
正

五
年
七
月
八

日
福

建
総
督
高
其
停

の
上
奏
に
、

「後

経
巡
壷
御
史
禅
濟

布
等
所
奏
請
、
毎

年
止
留
徴

粟
七
萬
二
千

石
、
畷
米

三
萬

六
千
石
、

以
供

一
年

兵
食
、
再
兼

有
倉
粟

三
十
鯨
萬

石
、

足
支

五
年
、

其
除
粟

石
倶
請
改
徴

折
色
、

以
充
兵
餉
。
随

又
経
原
任

総
督
満

保
復
行

詳
査
奏
稻
、

台
湾
共
徴

粟

一
十

四
萬
二
百

六

十

一
石
、
請

将
六
萬

石
改
徴
折

色
、
毎

石
折
銀

三
銭
六
分
。

又
請
将
番
婦

丁
口
粟
三
千
六

百
八

十
八
石
、
免
其
徴

収
、
毎
年
實
徴
本

色
粟
七
萬

六
千
五
百
七
十

三
石
、
以
供
兵
食
。

倶
経
准

行
在

案
。」

と
あ
る
。

(
9
)

同
前
掲

註

(
8
)。

向
之
存

倉
粟
三

十
絵
萬

石
、
歴
年

磯
米
運
濟
泉

、
潭
、

用
去
甚
多
、

尚
未

買
補

、
而
年

々
定
例
破
米

五
萬

石
擾

運
泉
、
潭

、
即
需

粟

一
十
萬

石
、

且
更
有
旋
補
旋

擾
、
不
能

停
留

之
勢
、
近

又
加
駐
防
皇

地
兵

丁
春

口
米

石
、
毎
年
需

米

一
萬
六

百
五
十

石
、
並
各
営

兵
丁
歳
支

兵
米
三
萬

六
千

石
、

二
共
需
米

四
萬
六

千
六

百
五
十
石
、
需

磯
粟
九
萬

三
千

三
百
石
。
台
湾

以
現
今

毎
年
實
徴

粟
七
萬

六
千

五
百
七
十
三

石
計

之
、
是

毎
年
不
敷

一
萬
六
千

七
百

二
十

七
石
。

目
前

固
動
倉

粟
湊
支

、
将
来

必
需
購
買
放

給
、
既
非

経
久
之
計

、
而
派
徴

毎
石

三
銭

六
分

之
折
色
、

以
目
下
台
湾

之
米
価

計

之
、
亦
難

買
購
。

而
業
戸
毎

年
有
収
租
萬

石
、
数

千
石
以

及
数
百

石
者

、
往
往

屯
積
拾
債
、

若
免
其

交
粟
、

改
徴
折
色

、
即
益
増

其
屯
積

拾
債
之
勢
。

…

…
兵
丁
以
餉
銀

貼
添
買
食

、
頗
畳
稽

難
、
亦

不
可
不
簿
久
遠

之
計
。

…
…
其
鯨

折
色
粟

石
、
請
於

雍
正
六
年

為
始
、
傍

徴
本
色
。

(
10
)

『
宮

中
棺
』
第

十
四
輯
、

七
十
四
頁
、
雍

正
七
年

八
月
二

日
、
福

建
総
督
史
胎
直

の
上
奏

に
、
「福

、
興
、
泉
、

潭
四
府
之
倉

及
府
属
臆

縣
各
倉
、

共
額

貯
穀
九
十

五
萬
五
千

五

百
除
石
、
毎

年
皇
湾
例
慮

磯
運
米

五
萬

石
赴

泉
、
潭
平
糶

、

又
感
磯
運
兵
春

米

一
萬

二
千
録

石
、

又
磨
磯

運
皮
門
提

標
、
金
門
鎮

標
兵
米

二
萬

一
千
鯨

石
、
合

計
磨

運
米

八
萬

三

千

鯨
石
。
若
令
皇

地
停
其

破
米
、

照

一
米

二
穀
、
寛
將

穀
十
六
萬

六
千
籐

石
、
運

至
慶

門
令
福
、

興
、
泉

、
潭
四
府

及
府
属
各
鹿

縣
按
其

積
穀

之
多

寡
、

派
令

分
運
各
倉

、
即
將

府
晦

縣
各
倉
内

現
貯
蕾
穀

共
磯
米

十
六
萬

六
千
鯨

石
以
為
平
糶

及
磯
運
兵
春

度
門
提

標
金
門
鎮

標
兵
米
之
需

、
似
此

出
陳
易
新
、

陸
績
轄
換

旋
易
旋

補
菖
穀
、

既
免
積
久

陳
朽
之

虞
、
倉
儲
亦
無

懸
久

不
補
之
弊
。
」
と
あ

る
。

(
11
)

萢
成

『
重
修
豪
湾
府

志
』
巻

四
、

租
賦

に
、
「雍

正
九
年

…
…
統
計
歳
徴

正
供
額
粟

一
十
六
萬
九
千

二
百
六
十
六

石
九
斗
九
升
零
。

毎
粟

一
石
徴
耗
粟

一
斗
、
折
納
銀

五
分
。

其

正
供

額
粟
、
支

給
全
皇

十
五
営
兵
米

四
萬

四
千
八

百
五
十

一
石
八
斗
、
折

粟
八
萬
九

千
七
百

三
十
石
六
斗
。

又
例
運
福

、
興
、
泉

、
潭

四
府
平
糶

額

粟
並
兵
春

金
、
慶
兵
米

一
十

六
萬
六
千

五
百
石
、

又
例
運
督
標

兵
米
折
粟

一
萬

五
千
五
百

七
十
石
。
計
毫

郡
徴

収
数
不
敷
起

運
、

毎
年
将
運
羅

四
府
粟
償
襲
嘉

、
分
給

四
県
擢
補
足
額
。
」
と
あ

る
。



(12
)

前
掲

註

(
11
)
参
照
。

(
13
)

『高
宗

實
録
』
巻

二
六
〇
、
乾
隆

十

一
年
三

月
、
戸
部
議
覆

福
建
巡
撫

周
學
健
奏
に
、

「未

運
内
地
平
糶

穀

、
宜
酌
饗

通
。

査
皇
運
平
糶

穀
、
年

額
徴
解

一
十

六
萬

九
千
六

百
七

十
鯨

石
、
自

二
年

至
十
年
未

運
、
是
平
糶

已
無
籍

此
、

而
塞

郡
積
存

粟
穀
、
更
無

可
嬢
。

其
年
額
徴
収

供
粟
、

又
僅
敷
毫

膨
、
内

地
兵
食
、

嗣
後
個
有

磨
在
基
購

買
、
運
補
内

地

平
穀

之
威
、
随
時
酌
辮
、

母
庸

定
額
接

運
。
」

と
あ
る
。

(
14
)

『
欽
定
大
清
會

典
事
例
』

巻

[
八

九
、
戸
部

積
儲
、
乾
隆

十

一
年

の
条

に
、

「又
議
准
、
福

建
福
、
興
、
潭

、
泉
四
府
、

民
食
向
籍

台
湾
運
濟
、

令
皇
属
各
晦

、
縣
於
本
年

二
月

内
、

買
足
四
十
萬

石
之
穀
、

永
為
定
額
。

遇
有
内
地
需

用
、
即
於
此
内

動
擾
、
傍
號
藩
庫

銀
、
交
裏
属
随

時
買
補
。
」
と
あ

る
。

(
15
)

『
欽
定
大
清
會

典
事
例
』

巻
二

三
九
に
、

「乾
隆
十

年
題
准
、
福

建
省
台
湾

一
府
産
米
素
饒
、

泉
、
潭
諸
府

多
仰
給
於
皇

粟
、
今
商

、
漁
船
搬

運
過
多
、

以
致

潭
、
泉
諸
府
失

所

援
濟
。

嗣
後
商
船
毎
船
止

許
帯
食
米
六

十
石
。
」
と
あ

る
。

(
16
)

『
高
宗
實
録
』
巻
六
〇

一
、
乾

隆
二
十

四
年

十

一
月

の
条

に
、
「閲
漸

総
督
楊
廷
璋
奏

、
壷
、
度
商

船
、
米
禁
甚
厳
。
台
湾

米
多
、
患
穀
賎

妨
農
、
潭
、
泉
産
少
、
患
穀
貴
病

民
、

既
利
好
屯

、
兼

滋
楡
漏
。
請

酌
弛
米
禁
、

専
准
横
洋
船

毎
船
帯
米

二
百
石
、
穀
倍
之
。
」
と
あ

る
。

(
17
)

『
高
宗
實
録

』
巻

二
八
二
、
乾
隆

十
二
年

正
月
十
三

日
、

癸
卯

の
条

に
、
「嗣

後
如
遇
台

郡
豊
稔
之
年
、

磨
聴
潭
、
泉

二
府
商
質
、

及
在
皇
之
潭

、
泉

二
府

民
人
、
自
十
月
起

、

至
次

年
二
月
止
、
於
地
方

官
庭
、
請

照
買
運
。
」
と
あ

る
。

(18
)

『
欽
定
大

清
會

典
事

例
』
巻

一
九

一
に
、

「雍

正
十

一
年
議
准

、
福
建
台
湾

鳳
山
縣
積
穀
、

酌
擾
十
萬

石
赴
福
、
興
、

潭
、
泉

四
府

分
儲
、
来
歳

將
平
糶

銀

獲
交
毫
湾
、

秋
成
採

買
還
倉
。
」
と
あ

り
、

又
、
『
宮
中

棺
』
第

十
二
輯
、
七

三
頁
、
乾
隆

二
十
年
七
月

八
日
福
建
水
師

提
督
李
有
用

の
上
奏
に
、

「上
年

差
員
帯
銀
前

往
毫
湾
採

羅
、
毎
穀
壷

石
債

銀
井

運
費
共
銀
壼

両
登
銭
戴

分
戴
薩
、

共
耀
穀
伍

千
陸
百
捌
拾
捌

石
捌
斗
零
、

運
皮
貯
倉
、

以
備
青
黄

不
接
之
時
接
濟

兵
食
。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
台
湾

倉
儲

及
び
台
湾

で
の
米
穀

採
買

に
よ

っ
て
福
建
倉
儲

を
充
実
さ

せ
た
。

(
19
)

『
高
宗
實
録
』
巻

六
〇

一
、
乾
隆

二
十
四
年

十

一
月
に

「杭
、
嘉

、
湖
偏
災
米
貴

、
窒

米
海
運

可
通
。
北
風
正
装
、
請

先
於
福
、
興

、
泉

、
寧

四
府

属
近
港
威
倉
穀

機
十
萬

石
、

諭

漸
商
賈

運
羅
濟

、
傍
筋
嘉

属
如
敷

派
擾
、

侯
南

風
起

、
運
入
内

地
補
倉
。
」
と

あ
り
、

又
、
『
明
清
史
料
』

戊
編
第

九
本
八

四
六
頁

の

「為
内
閣

抄
出
閾
漸

総
督
常
青
奏

」

の
条

に
、
乾
隆

四
十
三
年
と
五
十
年

の
例
が
見
ら

れ
る
。

(
20
)

『宮

中
棺
』
第
十

二
輯
、
六

六

一
頁
、
乾

隆

二
十

年
十
月
十

一
日
福
建
巡
撫
鐘
音

の
上
奏

に
、
「査
皇
湾

額
設
脩
貯

之
数
、
府
倉

二
十
萬

石
、
淡
水

同
知
二
萬
石
、
台
湾

縣
三
萬

石
、

鳳
山
縣
、
諸

羅
、
彰

化
三
縣

各
五
萬

石
、
共
計

四
十
萬

石
。

…
…
台
湾

産
穀
之

地
、
淡
水
、

彰
化
為
最

、
鳳
山
、

諸
羅
次

之
、
其
附

郭
之
台
湾

縣
、
兵

民
聚
食
既
多

、
郷
荘

出
産
復
少
、

是
以
府
倉
額
貯

之
二
十
萬

石
、

倶
頼
淡
、
彰
、

鳳
、
諸
四
属
代
為
購

買
、
運
赴

郡
城

。」

と
あ
る
。



(21
)

王
必
昌

『
重
修
豊

湾
縣
志
』
巻

四
賦
役
志

(前
掲
台
湾

文
献
叢
刊

第

一
=

二
種

一
一
七
頁
)
、
乾
隆

七
年
巡
皇
御
史

書
山
、

張
泥
奏
請
採

買
米
穀
按
豊
款

酌
量
債
値
疏

の
条
に
、

「内
地
獲
買
穀

償
、
僅

三
銭
六
分
、

或

三
銭

不
等
、
装

運
脚
費

倶
從
此
出
。

在
從
前
穀
賎

之
年
、

原
足
敷

用
、
今
即

不
免
賠
累
。

嗣
後

必
依
時
債

運
費
號

買
為

得
。
該
督
撫

亦
議

請

以
後
按
年
歳

豊
款
、

酌
量
増
減

、
所

見
相
同
。

而
部
臣
拘
於

成
例
、

謂
從
前
並
無

以
年
歳

不
齊
、
稽
議

加
増
。

又
台
湾
素

稻
産
米
、

廻
與
内

地
不
同
、
條

増
條
減
、

恐
啓
浮
冒

閲
省
水
陸
提
督

及
金

門
鎮
等
、

各
移
沓
督

撫
赴
皇

採
買
兵
米
、

倶
不

下
数

千
餓

石
。

目

下
各

属
米
価

、

自

一
両
七

、
八
銭

至
二
両
不

等
、
則
與

從
前
大
相

懸
殊
、

可
知
原
議
之
穀

償

、
即
不
論
装

運
脚
費
、

已
不
抵

時
値

之
半
。
尚
傍

不
議
増
、

必
致
因
循
歳

月
、

互
相
観
望
、

採
買
無
期
。

若
勒

以
嚴
限
、
迫

之
使
趨

、
非
縣
令

受
賠
償

之
累
、
即
間

閻
罹
短
償

之
苦
。
」
と
あ

る
。

(
22
)

『宮

中
棺
』
第

三
輯
、
九

一
一
頁
、
乾

隆
十
七
年

九
月

二
十

六
日
、
閲
漸
総
督

喀
爾
吉
善
福

建
巡
撫
陳

弘
謀

の
上
奏

に
、

「本
地

(福
建

)
難
於
照
数

購
買
、
磨
令

動
項
赴
嘉
属

彰
化
、
淡

水
二
晦
縣
産
穀

地
方

、
酌
買
穀

二
萬

石
、
湊
補

還
倉

、
方
克
有
濟

。」

と
あ
る
。

(
23
)

『
明
清
史
料
』
戊

編
第
六
本

、
五

五
四
頁
、
戸
部

副
摺

(嘉
慶

十
三
年
)
、
第
十
本

、
九
五

四
頁
、
戸
部

「爲
内

閣
抄
閾
漸
総

督
孫
爾
準

等
奏
」
移
會

(道
光
七
年

)
等
参
照
。

(
24
)

『
福
建
省
例
』

乾
隆

二
十

四
年
十

二
月
の
倉
庫
例
壷

属
内

地
採

買
穀
石
均

母
許
指
派
勒
領

に
、

「乾
隆
十
八
年

間
…
…
毎
穀

一
石
量
増

買
慣
銭
鹸
、

総
不
得
過
六
銭

之
敷
等
因
在

案

。
…

…
其
豊
収
之

年
、
毎
穀

一
石
、

債
銀
六
銭

、
牧
民
間
採

買
、

原
無

不
足
、
倫

遇
牧
成

稽
減
、
其
穀

石
市
債
與

内
地
無

異
。
…

…
此
皇
属

向
来
派
買

之
不
能
無

累
也
。
今

既

糠

台
湾

道
府
査

明
墓

邑
之
五
穀

行
、
鳳

邑
之
港
東

西
両
里
、
諸

邑
之
宋
港

口
、
彰

邑
之
鹿
仔
港

等
庭
、
係

属
商
販
聚

齊
、
産
穀
□
□

、
磨

請
嗣
後

買
補
穀

石
、

各
自
賓
償

赴
買
。

此
外
如

淡
属
原
無
市
集
者

、
向
穀
多

之
各

里
荘
不
拘
敷

目
多
寡
、
随
便
採

買
、
毎
官
石
紋
庫
銀

六
銭
、
現
買

現
交
、
牧
運
倉
貯

、
…
…
倫
款
歳

債
昂
、

不
敷

買
補

、
磨
酌
看
情
形
、

撞
實

詳
請
、
於
盈
除
項

下
擾
給
、
則

派
累
之
弊
自

可
永
除

等
因
。
」
と
あ

る
。

(25
)

『
宮
中
棺
』
第

=

二
輯

二
三
五
頁
、

乾
隆

二
十
年
十

二
月
十
二

日
福
建

巡
撫

鍾
音

の
上
奏

に
、

「籍
照
閲
省
常

平
絹
監

原
定

額
敷
及
績

請
加
増

共
需
禍
穀

二
百
六
十
萬

石
、
内

地

各
府
晦

州
縣
揖
監

一
名

牧
穀

一
百

二
十
石
、
毎

石
定
償

九
銭
、
以
符
戸
部

一
百
八
両
之
数
。
係

乾
隆
八
年
間
、

前
督
臣
那
蘇

圖
以
閨
地
戸

口
般
繁
、
積
貯

緊
要
、
酌
議
此
数
収
損
。

…
…
惟
査

台
湾

一
郡
、
原
額
指

穀
五
萬

石
、
績
請

加
指
十

五
萬

石
、
淡

水
、
彰

化
二
庭
、

向
定

穀
債

四
銭
五
分
、

毎
監
生

【
名
、
磨

収
穀

二
百
四
十

石
、

台
湾
、

鳳
山
、
諸
羅

三

縣
向
定
穀

債
五
銭
、

毎
監
生

一
名
磨

牧
穀

二
百

一
十
六

石
。

…
…
伏
思

台
湾
地

隔
重
洋
、

一
方
孤
寄
、

錐
土
多

膜
美
、
産

谷
素
饒
、

近
因
生
歯

滋
蕃
、
市

債
遍
非
昔

比
、
若
遇
険

歳
、
亦

必
仰
籍
官
倉

、
而
官

倉
之
粟

、
遍
年
擾

運
兵
精
、

毎
慮
艦
訣

、
並
無
溢
存

、
是
牧
貯

不
嫌
其
多

、
簿
備

不
嫌
其
廣
。

乃
皇
地

開
絹

以
來

、

一
十
鯨
載
、
僅
牧

損
穀

二
萬

三

千
三
十

六
石
、
尚

未
掲
十
七
萬

九
千

六
百
六
十

四
石
。
夫
内

地
産
穀

少
而
損
者
多

、
因
毎

名
祇
須
上
穀

一
百

二
十
石
、
壷

地
産
穀
多
、

而
掲
者

少
、
因
毎

名
須
穀

二
百
四
十

石
及

二
百
十
六

石
不
等

、
幾
與
内

地
倍
之

、
再
穀
数

多
、
則
倉
費

加
重
、

更
與
内
地

懸
殊
、
錐
有

牧
揚
之
名

、
未
獲
積

貯
之
益
。

近
年
海

外
穀
債
錐

届
豊

登
、

毎
石
原

須
七
、
八
銭

不

等
、

…
…
臣
査
壼

地
採

買
倉

穀
已
経

部
臣
定
議
、

按
照
市
償

給
獲

不
得
過
六
銭

之
数

等
語
。

…
…
則

民
之
輸
穀
投

揚
亦
請

以
六
銭
為

定
、
…

…
毫

地
牧
掲

毎
俊
秀

一
名
、
統
令
損



穀

一
百
八
十

石
、
毎

石
定
償

六
銭
、

以
符
部
例

一
百
八
両

之
数
、
准
作

監
生
倉
費
飯

銀
随

正
交
納
、
其

徐
庫
増
附
生

掲
監
者

一
例
分

別
辮
理
、

…
…

一
侯
掲

有
成
数
傍

照
原
議
撞

運
十
萬

石
貯

干
度
倉
、

以
備
省
城
接
濟

之
用
、
其
籐
儘
留
塞

倉
、
以
供

別
項
所
需
。
」
と
あ

る
。

(26
)

『
宮
中
棺
』

第
四
十
輯
七

八
七
頁
、
乾

隆
四
十

二
年
十
二

月
十
日
、
福
建
布

政
使
銭
碕

の
上
奏

に
、

「又
因
台
湾

一
府
孤

懸
海
外
、
積

貯
更
宜
充

裕
、
復
経
前

督
臣
先
後
奏
准
牧

損
監
穀

四
十
萬

石
、
以
十
萬

石
運
貯
度
門
、

絵
貯
豪
倉
、
亦

経
奉
部
覆
准
。
」
と
あ

る
。

(
27
)

『高

宗
實
録
』
巻

二
四
九
、

乾
隆
十
年

九
月
下

の
条
に
、

「惟
基
属

一
晦
四
縣
地

畝
、
向
係
編
徴

粟
穀
、
毎
年
徴

穀

一
十

六
萬

九
千

五
百
絵
石
、

擾
支
内
地
、

…
…
同
係
正
供
、

請

一
艘
翻
免

、
…
…
請

將
内
地
磨

支
戌
基

班
兵
春
米

、
督

標
、
提
標
、

金
門
、
度

門
、
閾
安

等
各
営
兵

米
、
在
各

管
就
近
府
廃

州
縣
、

新
損

監
穀
内

磯
支

、
其
嘉
、

膨
、

二
庭

兵

糧
、
即
動
支
壷

郡
積
存
穀
。
」
と
あ

る
。

(
28
)

『
明
清
史

料
』
戊

編
第
九
本

、
八
五
六

頁
、
戸
部

題
本
に

、
「査
各

船
戸
失
水
兵
米
穀

石
、
委
係
在

於
外
洋
遭

風
撃
砕
、

且
又
滝
蜷
舵

水
多
人
、
實

有
形
跡
可
験
、
與

准
諮
免

之

例
相
符
、
業
將

各
船
戸
失
水
情

形
、
穀

石
数

目
同
各
結
専

案
、
詳
送
杏
部
在

案
、
妓
届
年
底

、
合
就
詳
請
諮

並
聲
明
失
水

兵
米
穀

石
磨
於

新
指
監
穀

項
下
接
補
。
」
と
あ

る
。

(
29
)

『宮
中

棺
』
第
十

一
輯

七
九
～
八

二
頁
、
乾
隆

二
十
年
三
月

廿
六
日
閲
漸
総
督
喀
爾

吉
善
福
建

巡
撫

鐘
音
奏
参
照
。

(
30
)

『
雍
正
殊
批
奏

摺
』
七

年
八
月

二
日
、
福
建

巡
撫
史
胎
直

の
上
奏

に
、

「至
於
台

湾
改
米
為

穀
、
運
脚
自
當

倍
増
、
福
、

興
、
泉
、

潭
四
府

及
各

晦
、
縣
由
度

門
運
穀
入
倉
、

不

無

運
脚

等
費

、
…
…
査
福

、
興
、
泉
、
潭

四
府
及
所
属
各

晦
縣
之
穀
、
錐

照
時
債
酌
減
平
糶

、
然
台
湾
之
米
価

賎
、
而
内
地

之
米
価

昂
、
除

解
還
台
湾
米

慣
外
、
此
中
尚
有

盈
鯨
、

即

以
此

盈
除
之
償
為
加
添

脚
債
之
需
、

足
敷
各
項

之
用
、
合
併
聲

明
。
」
と
あ

る
。

(
31
)

同
前

掲
註

(
29
)
。

彼
時

地
廣
人
稀
、

股
實

業
戸
、
皆

葦
居
郡
治
。

即
鳳
山
、
諸

羅
二
縣
年
征
供
粟

、
業
戸
大
半
就
建

倉
交
牧
。

是
以
歴
年
積
存
供

粟
、
収
貯

郡
城
者
頗
多
。
」
と
あ

る
。

(
32
)

同
前
掲
註

(29
)。

彰

化

一
縣
、

甫
於
雍

正
年
間

分
設
、
錐

曾
援
照

鳳
、
諸

二
縣
之
例
、
亦

令
業
戸
就

府
建
倉
交

牧
、
但

公
設
之
初
、

業
戸
倶

就
地
主

荘
墾
耕
、

離
郡
鴛
遠

、
勢
難
強
令
赴

郡
交

牧
。

淡
水
磨

属
更
係
績

後
分
割

、
均
從

民
便
、

就
近
征
牧
供

粟
、
並
末
在

郡
建
倉
交

納
。

…
…
至
若
各
晦

縣
採

買
補

倉
與
採

買
擾

運
内
地
穀

石
、
更
係
就

地
購
買
牧
儲

、
遇

有
擾
運
、
由
臆

縣
軌

運
至
府
漢

、
方
能

配
装
横

洋
大
船
、

不
能
均
令
就
府
牧

買
以
備
撞

運
、

小
船
車

工
尤
萬

難
減
省
者
也
。

(
33
)

同
前
掲
註

(29
)。

遣
至
府
倉

積
存
供

粟
擾
運

已
完
、
陸
績

由
各
晦

縣
轄
運
征

存
採
買

之
穀
、
錐

已
按

里
計
程
支

錆
運
脚

、
彼
時

因
平
糶

穀
債

原
有
盈

絵
、
無
論

海
船
運
費
與

小
船
車

工
、
均
於

本
款
動
錆
。
直

至
皇
粟
停
止

擾
運
平
糶

、
無

盈
絵
可
動
、

…
…
臣
等
目
撃
内
地

兵
糧
民
食
積
貯

、
不
能
不
仰
籍
於
豪

粟
、
現

因
各
晦

縣
小
船
車

工
無
款
可
動
、
即

端
力
催
運
、



難
令
臆
縣

為
無

米
之
炊

、
不
能
按

年
起

運
、
殊
於
内

地
兵
糧

民
食

積
儲
均
有

関
係
、

…
…
至
各

年
各
案
米

穀
運
費
、

有
原
経

題
定
於

丁
餉

内
支

錆
者

、
有
績

経
題
准

干
地

丁

内
支
錆
者
、
亦
有

磨
就
本
款
償
値

内
支
錆
者
。

其
原
接
米
穀
、
有

就
府
倉
擾

運
者

、
有
就
各
廉

縣
接
運
者
。

(34
)

同
前
掲
註

(29
)
。

其

自
淡
水
晦

属
竹
暫

及
淡
水
倉

起
運
者
、

毎
穀

一
石
需
小
船

車
工
銀

四
分
八
賛
零

至
六
分

一
楚
零
不
等
。

自
彰
化

縣
鹿
仔
港

、
猫
霧
棟

起
運
者

、
毎
穀

}
石
需

小
船

車
工
銀

三
分
四
董
零

至
五
分
六
賛

零
不
等
。

自
諸

羅
縣
筆
港

起
運
者
、

毎
穀

一
石
需
小
船
車

工
銀

二
分
九
楚
零
。

自
鳳
山

縣
八
社
倉
起

運
者
、

毎
穀

　
石
需
小
船

車
工
銀

三
分
九
蕊

零
。
此
必
需
之

脚
費

、
亦
久
定

之
成
規
也
。

(
35
)

『
世
宗
實

録
』
巻

二
四
、

(二
年
九

月
三

日
)
癸
卯

の
条

に
、

「内
地
米

少
、
即
動
壷
湾

所
有

之
米
合
算

船
慣

雇
運
至
度
門
交

地
方
官
按

戸
給
装
、
務

使
均
沽
實
恵

。」

と
あ
る
。

(36
)

『高

宗
實
録
』
巻

二
六
〇
、

(乾
隆
十

一
年
三
月
五

日
)
辛

未
の
条
に
、

二

、
嚴
定

運
粟
遅
延
威
分
。
査

從
前
擾
運
歴

欠
、
固
由
運
額

太
多
、
徴

買
未
足
、
亦
任
意

遅
延
所
致
。

此
後
査

清
年
款
、

止
就
實
存

穀

石
、

按
年
接

運
、
自
該

年
正
月
為

始
、
至
歳

底
通
完
。

倫
該
磨
、

縣
未
報

通
完
、
或

巳
報
通
完
、

而
皇
防

同
知
、
歳

内
傍

不
全

行
配

運
者

、

一
併

報
参
。

一
、
在

洋
遭
風
、

宜
覆
實
題

諮
。
査

船
商

已
至
内
港
、

因
駕

駿

不
慎

、
漂
失
穀

石
、

及
錐
在

外
洋
、

而
撃
砕
船

隻
、
無
實

在
形
跡

可
験
者
、

傍
着
落

行
保
船
戸
、

照
時
債

賠
補
外
、
其
有
在

外
洋
遭
風
船
隻

、
舵
、
水
漂
失

無
跡
、
及
在

外
洋
衝
礁
撃
砕
、

有
實
在
形
跡

可
験
者
、
倶
切
結

報
部
、
侯
歳
底
彙

案
題
諮
。
」
と

あ
る
。

(
37
)

萢

成

『
重
修
皇

湾
府
志
』

巻

二
、

海
防
規
制

(前
掲
書

九

一
頁
)

に
、

「至
台
湾

小
船
往
各

港
運
載

到
府
交
卸
者

、
毎
石
脚

債
銀

三
分
、
着
船

総
雇
擬

小
船
運
載
。
」

と
あ
る
。

(38
)

萢
成

『
重
修
峯
湾

府
志
』
巻

二
、
海
防
規

制
に
、
「商
船

擾
運
内
地
兵
米

及
採
買
平
糶

米
穀

、
倶
照

傑
頭
丈

尺
分

派
。
…
…
遇
奉
文

起
運
之
時
、
將

入
口
船
隻
、
計

楳
頭
之
丈

尺
、

配
米
穀
之
多
寡

。
至
交

卸
庭
所
、

水
程
有

近
遠
之

不
同
、
将

交
卸
地
方
爲

入
園
内
、
當

堂
令
各

船
戸
公

同
拮
園
。
園
値

何
威
、

即
照
拮

配
運
。
若

水
途
鴛
遠

、
如
至
福

州
府
属

及

南
襖
等
虚
交
卸
者

、
給
與
免

軍
二
張
、
其
餓

興
、
潭
、
泉
等
属

則
水
途

較
近
、
給
與
免

輩

一
張
。
侯
該

船
下
次
入

口
、

将
免
輩
呈
緻
、
免

其
配
運
。
」
と
あ

り
、
『明

清
史
料
戊
編
』

第

二
本

一

一
七
頁
戸
部

「為
本
部

議
覆
内

閣
抄
出

巡
嘉
御
史
李

宜
青
奏
」
移
會

と
朱
景

英

『
海
東

札
記
』
巻

二
記
政
紀

(前
掲

台
湾
文
献

叢
刊
第

一
九
種

}
九
頁
)

に
も
同
様

の

記
載
が
あ

る
。

(
39
)

『
高
宗
實
録
』
巻

九
八
九
、

乾
隆

四
十
年
八

月
の
条
に
、

「閾
漸
総

督
鐘
音
奏
、
台

湾
府
属
、
毎

年
擾
運
内

地
兵
春
米
穀
、

向
令
商
船
輪

流
搭
運
、

按
次
給
単
、

四
次
後
、
優
免

一
次
、
其

文
武
員
弁
渡

海
坐
船
、
亦

分
別
減

免
。
査

該
船

戸
以
得
免
輩
、

恒
有
影
射

脱
漏
等
弊

、
請
嗣
後

無
論
商
船
、

差
船
均
按

次
配

運
、
從
前

免
差
名
色
革

除
。
得

旨
、
好
、

如
所
議

行
。
」
と
あ

る
。

(40
)

『
福
建

省
例
』
船
政

例
洋
政
條

款

に
は

「揉
頭
丈

尺
、

不
必
過
於
拘

泥
、
以
免

紛
擾
也
。
査

海
船
報
科

、
原
有
折
算

之
法
。

海
關
披

之
以
輸

課
、
台
湾

披
以
配
穀
、

皆
用
折
算

尺
寸
、
並

不
以
實
在

尺
寸
為
悪
。

即
其

置
造
之
時
、

類
多

以
大

報
小
。

既
成

之
後
、

乃
披
實
在

尺
寸
丈
量

、
母
怪
乎

抵
梧
不
合

也
。
且
丈

量
亦
有

分
別
。
或

從
両
厳

量
起

、
或
就



含

檀
計
算
、

已
有

参
差
、

不
能
盛

一
。

…
…
現
在

通
計
海
中
商

漁
船
隻
、

並
無

一
船
符

合
實
在

尺
寸
、

…
…
而
船
戸

以
積
習
相
沿

為
詞
、
亦

不
能
嚴

其
罰
。
徒
使

進
退
無
披
、

拝

格
難
行
、

是
滋
之
擾
也
。

且
執

法
須
得
法

外
之
意
、

辮
事
須
悉
事

中
之
情
。

目
今

之
詰
誠
頻
煩
、

從
嚴
稽
察
者

、
以
詰
盗
也

、
非
苛
商
也

。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
船
舶

が
仕
上
が

っ

た
時
に
折
算

の
法

に
よ

っ
て
小
さ
く
申
告
す

る

こ
と
が
多

か

っ
た
た
め
、
清

朝
政
府
は

こ
の
よ
う
な
煩
わ

し
い
標

頭
検
査

に
対
し

て
拘
ら
な

い
よ
う

に
な

っ
た
。

(41
)

『宮

中
棺
』
第
十

一
輯

七
九

一
八

二
頁
、

乾
隆

二
十
年

三
月
廿
六

日
閲

漸
総
督
喀
爾
吉
善
福

建
巡
撫
鐘
音

の
上
奏
参
照
。

(42
)

朱

景
英

『
海
東
札

記
』

記
政
紀

(前
掲

書

一
八
頁
)

参
照
。

(43
)

胡
建
偉

『膨

湖
紀

略
』
巻

十

一
倉
儲
紀

(前
掲
台
湾

文
献
叢

刊
第

一
〇
九
種
、

二
三

三
～
二
三
五
頁
)

乾
隆
二
十

五
年
五
月

の
条

に
、

「膨
協

二
螢

毎
年
窓
需
兵
糧

穀

一
萬

四
千

四
百
石
、

照
依
遍
年

運
貯
常
平
倉

之
例
、
令

杉
板

頭
船
由
策
港

直
運
膨
湖

、
或
照

配
運
内
地

兵
巻
米
穀

之
例
、
令
鹿

耳
門
同
知

派
擾
商
船

就
近
装

載
赴
膨
接
濟

等
縁
由
。

…
…
若

自
基
渡
慶
商

船
照
配

運
内
地
兵
春

米
穀

之
例
、
給

予
免
軍
、

令
其
装

運
、
在
商
船
自

皇
渡
度

順
道

到
膨

交
卸
、
與
赴

内
地
交
卸

事
同

一
轍

、
並
無

擾
累
、
尚

属
妥
便
等

由
。

-
・

此
膨
湖
兵
米
改
易
穀

石
配
搭
商
船
順
道

運
膨
之
源
委
也
。
」

と
あ
る
。

(
44
)

『
明

清
史

料
』
戊
編

第
二
本
、

一
三
〇
頁
、

閲
漸
総
督

富
勒
渾
奏
摺

に
、
「所

有
皇
属
北
路

諸
羅
、
彰
化

二
縣
慮
運
内

地
粟
石
、
即

責
令
鹿
仔
港

同
知
專
司
配

運
。
惟
蛆
江

之
隻

椀
、

軍
脆
船
隻
、

與
慶
門

之
糖
船
隻

、
横
洋

船
、
按

照
大
小
之

別
。

慶
門
向

例
、
糖
船

配
運
兵
米

一
百
二
十

石
、

横
洋
船

毎
隻
配

兵
米
六
十

石
、
穀

則
倍
之
、
歴

年
遵
辮
在
案
。

今
鹿

仔
港
兵
米
、

亦
慮
酌
定

数

目
配
運
。

但
隻
脆
船

比
横
洋
糖

船
較
小
、
米
数

自
磨
核
減

。
磨
酌
量

毎
船
配

運
兵
米

四
十
石
、
穀

則
配
運

八
十
石
。

…
…
乾
隆

四
十
八
年
十

二
月

廿
六

日
奉
殊
批
。
」

と
あ
る
。


